
シ
ス
テ
ム
は
動
力
伝
達
ロ
ー
ラ
ー
が
ス
ク
リ
ュ
ー

を
回
転
駆
動
さ
せ
る
新
開
発
の
増
速
機
構
を
採
用

超
硬
ボ
ー
ル
エ
ン
ド
ミ
ル
先
端
部
の
摩
耗
の
比
較

「
ア
ク
ワ
オ
イ
ル
」
使
用
時
　

他
社
の
エ
マ

ル
シ
ョ
ン
使
用

中
村
精
工
提
供

｜
Ｐ
Ｒ
｜

熱や超音波を使わず圧入できる
「ＳＥＣＡＭのスピンサート」

ブレスレットは突起状のゲ
ルマニウムでツボを刺激

先端のカッターが回転して削
る「インナーカットＬＧ型」

「
わ
た
し
の
水
か
け
不
動
」
は
高
さ

　
、
重
さ
９
２
０

の
ス
テ
ン
レ
ス
製

裏
側
は

大
丈
夫

だ
石
の
凸
文
字

「
大
丈
夫
だ
」
石
の
表
側

イ
ヤ
な
こ
と
洗
い
流
そ
う
「
わ
た
し
の
水
か
け
不
動
」
新
発
売
勘
左
ヱ
門

笑ってツキ呼び込む勘左ヱ門「大丈夫だ」石
道具使わず後圧入もインサート金具販売可陽工業

自
然
な
装
着
感
ツ
ボ
刺
激
健
康
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
販
売
ジ
ェ
イ
エ
ム
ピ
ー

簡
単
穴
あ
け
バ
リ
取
り
各
種
材
料
に
対
応
工
具
藤
居
製
作
所

切
削
速
度
３
倍
実
績
も
切
削
油
剤
「
ア
ク
ワ
オ
イ
ル
」
関
西
化
研

流
速
１
．
３
�
４
２
０
Ｗ
電
力
に
小
規
模
水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
山
崎

　
勘
左
ヱ
門
の
ア
イ
デ
ア
製

品
「
大
丈
夫
だ
」
石
が
発
売

年
を
経
て
今
な
お
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
を
続
け
て
い
る
。

「
大
丈
夫
　
し
ん
ぱ
い
す
る

な
　
な
ん
と
か
な
る
」
と
刻

印
さ
れ
た
金
属
製
の
本
体
を

手
で
握
れ
ば
、
不
思
議
に
安

心
感
、
元
気
が
得
ら
れ
る
と

し
て
、
お
守
り
や
贈
答
品
と

し
て
利
用
が
広
が
っ
た
。
遊

び
心
で
発
売
し
た
と
い
う

が
、
累
計
生
産
数
は
今
や

万
個
。
同
社
で
は
、
「
大
丈

夫
だ
石
が
発
す
る
笑
い
が

人
々
を
ひ
き
つ
け
て
き
た
の

で
は
」
と
分
析
す
る
。

　
人
は
誰
し
も
幸
せ
を
望
む

が
、
そ
れ
に
は
幸
せ
を
手
に

入
れ
る
た
め
の
運
や
ツ
キ
が

自
分
に
は
あ
る
と
思
い
こ
む

こ
と
も
必
要
。
そ
こ
で
笑
い

の
力
を
借
り
る
の
も
一
つ
の

手
だ
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
「
大

丈
夫
だ
」
石
を
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
出
し
人
に
見
せ
れ
ば
、
そ

の
場
が
盛
り
上
が
り
、
楽
し

い
笑
い
が
は
じ
け
る
。
笑
っ

て
気
持
ち
が
楽
に
な
れ
ば

「
私
は
つ
い
て
い
る
、
運
が

い
い
」
と
思
え
て
、
願
い
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
勇
気
も
わ

く
。
笑
い
の
力
を
上
手
に
活

用
し
て
日
々
前
向
き
に
取
り

組
み
た
い
も
の
だ
。

　
価
格
は
１
個
３
０
０
０

円
。
同
社
で
は
、
「
大
丈
夫

だ
」
石
を
大
切
な
人
へ
の

「
笑
い
の
贈
り
物
」
に
し
て

ほ
し
い
と
し
て
い
る
。
注
文

は
勘
左
ヱ
門

堺
市
西
区
草

部
１
１
５
２
、
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
０
１
２
０
・
７
０
・
３

６
６
６

平
日
９
―

時
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
・
２
７
５
・

０
０
６
３
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ま
で
。

　
ジ
ェ
イ
エ
ム
ピ
ー

大
阪

府
茨
木
市
、
塚
正
喜
社
長
、

０
７
２
・
６
９
７
・
３
０

３
０
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０

１
２
０
・
２
６
３
・
３
６

５

は
、
チ
タ
ン
製
の
健
康

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
販
売
し
て

い
る
。
３
種
類
の
長
さ
の
鎖

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
自

由
に
長
さ
が
調
節
で
き
る
。

価
格
は
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
と
磁

石
各
６
個
ず
つ
入
っ
た
基
本

タ
イ
プ
で
５
万
２
２
９
０

円
。
送
料
は
無
料
。

　
同
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
の
主
材

料
で
あ
る
チ
タ
ン
は
、
水
に

ぬ
れ
て
も
さ
び
な
い
上
、
金

属
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
敏
感

体
質
へ
の
影
響
も
少
な
い
。

米
国
・
野
口
医
学
研
究
所

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

で

臨
床
試
験
を

行
い
、
品
質

推
奨
認
定
を

受
け
た
。

　
鎖
の
磁
石

部
分
同
士
を

く
っ
つ
け
る

こ
と
で
、
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト

に
し
て
使
用

す
る
。
装
飾

の
少
な
い
シ

ン
プ
ル
な
デ

ザ
イ
ン
の
た
め
、
男
女
の
別

な
く
使
え
て
、
仕
事
場
で
身

に
つ
け
て
も
違
和
感
が
な

い
。
鎖
は
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
部

分
と
磁
石
部
分
が
交
互
に
な

っ
て
お
り
、
磁
石
部
分
な
ら

ど
こ
か
ら
で
も
着
脱
可
能
。

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
は
突
起
状
に

な
っ
て
お
り
、
ツ
ボ
を
刺
激

す
る
。

　
鎖
の
幅
は
７

、
厚
さ

は
２
・
８

。
基
本
の
長

さ
は

―

の
範
囲

で
の
１

刻
み
で
、
重
さ

は
約
２
０
０

か
ら
。
ま

た
、
追
加
の
鎖
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
れ
ば
、
手
首
以
外
に
も

装
着
で
き
る
。
ネ
ッ
ク
レ
ス

な
ど
と
し
て
の
使
用
を
希
望

す
る
ユ
ー
ザ
ー
に
は
、
使
用

部
位
に
合
わ
せ
た
サ
イ
ズ
の

鎖
と
組
み
合
わ
せ
て
販
売
す

る
。

　
詳
細
は
同
社
の
関
連
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

へ
。

　
可
陽
工
業

堺
市
堺
区
住

吉
橋
町
１
の
２
の

、
角
谷

勲
社
長
、

０
７
２
・
２
２

２
・
０
３
２
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
２
・
２
２
２
・
１
２
７

７

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
で
既
に
成
形
し
た
製
品

に
、
後
か
ら
圧
入
も
で
き
る

純
日
本
製
イ
ン
サ
ー
ト
金
具

「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
ス
ピ
ン
サ

ー
ト
」
を
販
売
、
各
方
面
で

使
用
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て

い
る
。

　
圧
入
で
き
る
た
め
、
熱
や

超
音
波
は
不
要
。
強
さ
は
タ

ッ
ピ
ン
ネ
ジ
以
上
を
確
保
で

き
る
。
後
圧
入
で
使
用
す
る

こ
と
で
、
道
具
な
し
で
容
易

に
金
属
を
樹
脂
か
ら
分
離
で

き
、
再
生
や
予
備
成
形
お
よ

び
在
庫
が
可
能
と
な
り
、
出

荷
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の

短
縮
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
生
じ
る
。
標
準
サ
イ
ズ

と
し
て
Ｍ
２
か
ら
Ｍ
６
ま
で

そ
ろ
え
て
お
り
、
種
々
の
製

品
に
利
用
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
え
て
い
る
。

　
同
社
で
は
、
成
形
の
合
理

化
・
自
動
化
に
大
い
に
役
立

ち
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
も

適
合
し
て
い
る
「
ス
ピ

ン
サ
ー
ト
」
を
大
阪
・

日
本
橋
の
ナ
ニ
ワ
ネ
ジ

な
ど
か
ら
販
売
し
て
い

る
。
ま
た
姉
妹
品
と
し

て
回
転
が
不
要
、
挟
ん

で
針
金
な
ど
で
締
め
付

け
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
の
樹

脂
製
緩
み
止
め
ナ
ッ
ト

「
ス
ッ
ポ
ン
」
、
さ
ら

に
金
属
製
で
強
力
に
全

面
接
触
す
る
緩
み
止
め

ナ
ッ
ト
「
ス
ッ
ポ
ン
メ

タ
ル
タ
イ
プ
」
が
あ

る
。

　
山
崎

堺
市
南
区
三
木
閉

１
４
８
の
１
、
山
崎
攻
社

長
、

０
７
２
・
２
９
７
・

０
１
６
８

は
コ
ア
レ
ス
型

発
電
機
を
回
転
さ
せ
て
発
電

す
る
流
水
利
用
式
マ
イ
ク
ロ

水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
た
。
同
製
品
は
ベ
ル
ト
や

チ
ェ
ー
ン
お
よ
び
ス
プ
ロ
ケ

ッ
ト
を
使
わ
な
い
楕
円
形

だ
え
ん

卵
形

水
車
に
、
動
力
伝

達
ロ
ー
ラ
ー
が
ス
ク
リ
ュ
ー

を
回
転
駆
動
さ
せ
る
新
開
発

の
増
速
機
構
を
取
り
付
け
て

い
る
。

　
幅
２

、
水
深

の

用
水
路
に
設
置
し
た
場
合
、

平
均
流
速
が
毎
秒
１
・
３

の
弱
い
水
流
で
約
４
２
０

の
発
電
に
成
功
し
た
。
有
効

活
用
が
難
し
い
落
差
の
な
い

既
存
水
路
な
ど
の
流
水
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
そ
の
ま
ま
利
用
し

て
発
電
で
き
る
。

　
シ
ン
プ
ル
な
構
造
の
た

め
、
設
置
や
移
設
が
容
易
で

大
規
模
な
土
木
工
事
は
不

要
。
ま
た
、
増
速
機
構
は
既

存
の
円
形
水
車
や
サ
ボ
ニ
ウ

ス
型
、
ダ
リ
ウ
ス
型
な
ど
の

垂
直
軸
型
風
車
に
も
使
用
可

能
だ
。
環
境
に
や
さ
し
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

　
現
在
、
実
用
化
試
験
を
実

施
で
き
る
水
路
を
探
索
中
。

「
既
存
水
路
を
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
自
治
体
、
組

合
、
法
人
な
ど
は
是
非
ご
連

絡
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と

だ
。

　
人
生
、
喜
び
や
う
れ
し
さ

に
満
ち
て
送
る
の
が
理
想
。

し
か
し
現
実
は
特
に
人
と
の

か
か
わ
り
で
、
腹
立
ち
、
悲

し
み
、
憎
し
み
、
嫉
妬
な
ど

し
っ
と

の
感
情
が
起
こ
り
が
ち
に
な

る
。

　
し
か
も
や
っ
か
い
な
こ
と

に
、
そ
う
し
た
マ
イ
ナ
ス
の

気
持
ち
は
な
か
な
か
治
ま
ら

ず
、
時
に
は
長
々
と
引
き
ず

っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
気
持
ち
を
洗
い

流
し
て
く
れ
そ
う
な
「
わ
た

し
だ
け
の
水
か
け
不
動
」
さ

ん
を
勘
左
ヱ
門
が
新
発
売
し

た
。
一
体
３

９
０
０
円

送
料
税
込

み

。

　
自
分
だ
け

の
不
動
さ
ん

を
い
つ
も
身

近
に
置
き
、

出
か
け
る
時

や
帰
宅
後

に
、
不
動
さ

ん
に
水
を
か

け
る
と
、
イ

ヤ
な
こ
と
が

洗
い
流
さ
れ
、
ス
ッ
キ
リ
と

し
た
気
分
、
イ
イ
顔
に
戻
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
「
わ
た
し
の
水

か
け
不
動
」
は
玄
関
や
、
台

所
・
洗
面
所
・
風
呂
場
、
さ

ら
に
は
ト
イ
レ
な
ど
の
水
ま

わ
り
に
置
く
の
が
よ
い
。

　
こ
の
不
動
さ
ん
は
ス
テ
ン

レ
ス
製
で
高
さ

、
重

さ
は
９
２
０

。
白
銀
色
に

光
っ
て
い
る
。
表
情
は
不
動

明
王
そ
の
も
の
で
、
身
近
に

置
く
と
日
々
健
康
、
安
全
、

繁
盛
、
成
功
、
愛
情
が
成
就

で
き
そ
う
な
気
持
ち
に
な
れ

る
だ
ろ
う
。

　
申
し
込
み
は
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
０
１
２
０
・
７
０
・
３

６
６
６

平
日
９
―

時
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
・
２
７
５
・

０
０
６
３
、
ま
た
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
トへ

。
購
入
の
人
に

は
風
水
の
「
強
運
の
護
符
」

を
贈
呈
す
る
。

　
穴
あ
け
バ
リ
を
簡
単
に
取

る
切
削
工
具
が
注
目
さ
れ
て

い
る
中
、
藤
居
製
作
所

京

都
府
久
世
郡
久
御
山
町
野
村

村
東
１
７
８
の
１
、
藤
居
隆

社
長
、

０
７
５
・
６
３
１

・
７
３
７
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７

５
・
６
３
１
・
７
３
４
８

が
「
イ
ン
ナ

ー
カ
ッ
ト
Ｌ

Ｇ
型
」
を
発

売
、
好
評
を

博
し
て
い

る
。
同
製
品

は
円
筒
状
の

部
品
に
あ
け

た
穴
の
内
面

に
生
じ
る
バ

リ
を
、
棒
状

ホ
ル
ダ
ー
の

先
端
に
つ
け

た
カ
ッ
タ
ー

を
回
転
さ
せ
削
り
落
と
す
。

　
自
動
車
部
品
や
空
調
機
器

に
組
み
込
ま
れ
る
金
属
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、
硬
質
ゴ
ム
の
各
パ
ー

ツ
に
対
応
し
て
い
て
、
同
パ

ー
ツ
の
内
部
を
通
る
シ
リ
ン

ダ
ー
の
損
傷
を
防
ぐ
。

　
カ
ッ
タ
ー
は
ネ
ジ
式
で
簡

単
に
交
換
で
き
る
。
角
度
も

度

標
準

の
ほ
か
、

度
と
１
２
０
度
が
あ
り
、

度
か
ら
１
２
０
度
ま
で
の
任

意
の
角
度
の
製
作
に
も
対
応

す
る
。

　
価
格
は
ボ
ー
ル
盤
に
取
り

付
け
る
本
体
と
ホ
ル
ダ
ー

カ
ッ
タ
ー
付
き

の
セ
ッ

ト
で
５
万
２
８
０
０
円
か
ら

７
万
３
９
０
０
円
ま
で
、
７

種
類
。
本
体
は
共
通
な
の
で

ホ
ル
ダ
ー
だ
け
を
買
い
足
す

こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
ホ
ル
ダ
ー
を
電
動

式
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
に
取
り

付
け
て
手
持
ち
で
使
用
す
る

こ
と
も
可
能
。

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
メ
ー

カ
ー
の
関
西
化
研

京
都
府

八
幡
市
下
奈
良
宮
ノ
道
６
、

安
井
秀
樹
社
長
、

０
７
５

・
９
８
２
・
５
１
８
０
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
７
５
・
９
８
２
・
４

３
６
１

は
、
難
加
工
・
難

削
材
の
加
工
で
課
題
を
持
つ

顧
客
の
問
題
解
決
に
乗
り
出

し
た
。
高
含
水
超
潤
滑
型
切

削
油
剤
「
ア
ク
ワ
オ
イ
ル
」

は
、
難
加
工
・
難
削
材
用
の

切
削
油
剤
で
、

年
の
開
発

以
来
好
評
を
博
し
て
い
る
。

油
は
使
い
た
く
な
い
が
、
従

来
の
水
溶
性
切
削
油
剤
で
は

精
度
・
工
具
寿
命
が
極
端
に

低
下
し
て
困
っ
て
い
る
ユ
ー

ザ
ー
の
問
題
を
解
決
す
る
。

写
真
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
歯
切
り
加
工
で
は
東
名
技

研
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、

仕
上
げ
面
精
度
は
油
と
同
等

で
工
具
寿
命
は
２
倍
以
上
、

切
削
速
度
は
約
１
・
５
倍
と

い
う
驚
異
的
な
性
能
を
発
揮

し
て
い
る
。
加
工
速
度
を
３

倍
以
上
に
上
げ
た
実
績
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
加
工
事
例
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
い
る
。

　
同
社
は
今
後
、
各
ユ
ー
ザ

ー
の
最
適
油
剤
の
選
定
・
管

理
技
術
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

提
供
す
る
。
そ
の
仕
組
み
は

同
社
Ｈ
Ｐ
の
油
剤
カ
ル
テ
に

必
要
事
項
を
入
力
し
て
送
信

す
る
と
、
最
適
油
剤
に
関
す

る
情
報
が
メ
ー
ル
で
送
ら
れ

て
く
る
と
い
う
も
の
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
り
、

ユ
ー
ザ
ー
は
簡
単
に
精
度
・

工
具
寿
命
の
向
上
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
廃
液
量
の
大

幅
削
減
や
職
場
の
安
全
性
確

保
の
た
め
の
情
報
も
得
ら
れ

る
。

（ ） 【全面広告】 ２０１１年 平成２３年 ７月１３日 水曜日 　　


